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府中市都市計画審議会 

府中市都市計画審議会 

議  事  日  程  

 

平成２８年２月４日（木）午後２時  

西庁舎３階第２・３・４委員会室  

 

日程第１  第１号議案  府中都市計画地区計画南町四丁目・住吉町

二丁目地区地区計画の決定に係る原案  

 

日程第２  第２号議案  府中都市計画地区計画矢崎町一丁目地区

地区計画の決定に係る原案  

 

日程第３  第３号議案  府中都市計画地区計画晴見町地区地区計

画の決定  

 

日程第４  第４号議案  府中都市計画地区計画府中アゼリア台住

宅地区地区計画の変更  

 

日程第５  第５号議案  府中都市計画公園第６・４・１号府中中

央公園の変更  

 

日程第６  報告（１）  府中都市計画に関する基本的な方針評価

報告書（案）  

        （２） 東京における都市計画道路の整備方針（第

四次事業化計画）（案）  

 

日程第７  その他  
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午後２時００分開会  

【楠本計画課長】 それでは、ただいまから府中市都市計画審議会

を開会していただきたいと存じます。  

 開会に先立ちまして、府中市都市整備部まちづくり担当参事の

深美よりご挨拶を申しあげます。  

【深美まちづくり担当参事】 委員の皆様、こんにちは。ただいま

紹介いただきました、府中市都市整備部まちづくり担当参事の深

美でございます。本日は大変お忙しい中、府中市都市計画審議会

のほうにご出席を賜り、誠にありがとうございます。  

本日の案件でございますが、審議事項が５件、報告事項が２件

と、大変多くなっております。委員の皆様には、よろしくご審議

を賜りますよう、お願い申しあげまして、簡単ではございますが、

挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。  

【楠本計画課長】  それでは、○○会長、よろしくお願いします。 

【議長】 それでは会議に入りたいと思います。よろしくお願いし

ます。  

まず、本日の委員の皆様方の出欠状況でございますが、○○委

員におきましては、若干遅れるという連絡が入っております。  

なお、会議の開催の可否は、定足数に達しておりますので、本

日の会議は有効に成立しております。  

次に、本日の会議録の署名人について決めたいと思います。  

府中市都市計画審議会運営規則第１３条第２項に、「議事録には

議長及び議長が指名する委員が署名するものとする」と規定され

ておりますので、議事録署名人については私のほうで指名させて

いただいてよろしいでしょうか。  
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（「異議なし」の声）  

【議長】 それでは、本日の議事録への署名につきまして、議席番

号９番、○○委員、議席番号１０番、○○委員にお願いしたいと

思います。よろしくお願いします。  

 続きまして、本日の審議会を開催するにあたりまして、傍聴希

望者でございますが、ゼロということで報告いたします。  

それでは議事日程に従いまして進めていきたいと思います。  

日程第１、第１号議案、府中都市計画地区計画南町四丁目・住

吉町二丁目地区地区計画の決定に係る原案を議題といたします。  

それでは議案の説明をお願いいたします。  

【酒井都市計画担当主査】 それでは、ただいま議題となりました、

第１号議案、府中都市計画地区計画南町四丁目・住吉町二丁目地

区地区計画の決定に係る原案につきまして、ご説明させていただ

きます。  

本件につきましては、都営府中南町アパートの建替えに当たり、

南町四丁目、南町五丁目及び住吉町二丁目各地内の約８ .５ヘクタ

ールの土地において、ゆとりある良好な居住環境を維持するとと

もに、周辺環境に配慮した市街地を形成することを目的として、

都市計画法の規定に基づき地区計画の原案を作成するものです。  

それでは、議案の詳細につきまして、前方スクリーンにおいて

ご説明させていただきます。スクリーンをご覧ください。  

こちらは資料６ページに記載しております南町四丁目・住吉町

二丁目地区地区計画の位置図でございます。位置は、京王線中河

原駅の南東側、東京多摩郵便局の北側に位置する南町四丁目、南

町五丁目及び住吉町二丁目各地内の約８ .５ヘクタールの土地で、
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図の赤色の区域でございます。  

こちらは地区計画区域の航空写真でございます。図の中央に示

しております黄色の線で囲んだ区域が地区計画区域となります。  

こちらは都市計画図でございます。黄色の線で囲んだ地区計画

区域における都市計画の概要でございますが、第一種中高層住居

専用地域、建ぺい率６０パーセント、容積率２００パーセント、

第２種高度地区、準防火地域になります。また、地区計画区域内

には府中都市計画道路３・４・３号狛江国立線がございます。  

こちらは資料１ページに記載しております、地区計画の目標で

ございます。地区計画の目標でございますが、本地区は府中市の

南部に位置し、地区の南側を流れる多摩川沿いの工業地域の後背

地にある都営住宅が整備された地区となります。地区周辺は、大

規模事業所や小学校が立地するものの、大半は閑静な住宅が建ち

並び、落ち着いた居住環境が形成された地域となります。府中市

都市計画マスタープランにおいては、中密度住宅ゾーンに位置づ

けられており、低層住宅と中高層住宅が調和した良好な居住環境

の形成を誘導することとしております。これらのことから、本地

区ではゆとりある良好な居住環境を維持するとともに、周辺環境

に配慮した市街地を形成することを目標といたします。  

続いて資料１ページに記載しております、土地利用の方針でご

ざいますが、資料７ページの計画図１のとおり、地区計画区域を

２つに区分し、それぞれの地区の特性に応じた土地利用の方針を

定めます。  

はじめに、黄緑色で示している区域を中高層住宅地区とし、地

区の憩いの場になるオープンスペースを確保するとともに、公営
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住宅としてのゆとりある良好な居住環境を維持することといたし

ます。  

次に黄色で示している区域を住宅調和地区とし、周辺の低層住

宅地の居住環境に配慮するとともに、敷地内の緑化を推進し、ま

ち並みや景観に配慮した秩序ある市街地の形成を図ることといた

します。  

こちらは資料１ページに記載しております、地区施設の整備の

方針でございますが、１点目といたしまして、区画道路及び通路

を維持し、地区内の交通利便性に配慮するとともに、区画道路３

号に面して環境緑地を配置することで、歩行者が緑を感じられる

空間を形成することといたします。環境緑地は原則として、道路

に面する敷地の部分の２分の１以上を緑化することといたします

が、自動車の出入口を確保する場合など、やむを得ない理由があ

るときは敷地内に同等の緑化を行うことで、これに代えることが

できるものといたします。  

２点目といたしまして、地区の憩いの場になるオープンスペー

スを確保するため、既存の公園の保全を図るとともに、地域住民

が利用しやすい公園を整備することといたします。  

こちらは資料８ページに記載しております、計画図２でござい

ます。はじめに地区施設の道路といたしまして、赤色で示してお

りますのが区画道路で、区画道路１号から区画道路６号として位

置づけます。  

次に地区施設の公園といたしまして、水色で示しておりますの

が、新たに設置する公園で第１号公園として、黄緑色で示してお

りますのが既存の公園で、第２号公園から第１２号公園として位
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置づけます。  

次に、地区施設のその他の公共空地といたしまして、はじめに

通路でございますが、オレンジ色で示しております既存の団地内

通路を通路１号から通路１２号として位置づけます。  

次に環境緑地でございますが、区画道路３号に沿って緑の点線

で示す範囲に位置づけます。  

こちらは資料１ページに記載しております建築物等の整備方針

でございます。ゆとりある良好な居住環境の形成を図るため、資

料４ページ及び５ページに記載しております建築物等に関する事

項に６項目を定めております。  

１つ目の建築物の敷地面積の最低限度につきましては、住宅調

和地区では、一戸建ての住宅または二戸長屋は１００平方メート

ルとし、その他の建築物は１，０００平方メートルといたします。

ただし、保育所につきましては適用しないことといたします。  

２つ目の壁面の位置の制限につきまして、こちらは資料７ペー

ジの計画図１でございます。計画図に示す壁面線といたしまして、

中高層住宅地区及び住宅調和地区の区画道路１号に面して配置さ

れた青色で示しております１号壁面線では、道路境界線より ０ .

５メートル以上、住宅調和地区の区画道路３号に面して配置され

たオレンジ色で示しております２号壁面線では、道路境界線より

１ .５メートル以上といたします。その他の壁面の位置の制限につ

きましては、中高層住宅地区では、１号壁面線以外の道路境界線

又は隣地境界線までの距離は１ .５メートル以上といたします。た

だし、既定に満たない距離にある共同住宅に付属する建築物は適

用しないことといたします。  
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住宅調和地区では、１号壁面線及び２号壁面線以外の道路境界

線又は隣地境界線までの距離は１ .０メートル以上といたします。

ただし、一戸建て住宅または二戸長屋までの距離は０ .５メートル

以上といたします。  

住宅調和地区では、壁面の位置の制限が適用除外となるものを

定めており、１点目は、物置その他これに類する用途に供し、軒

の高さが２ .３メートル以下で、かつ床面積の合計が５平方メート

ル以内であるもの、２点目は、自動車車庫で軒の高さが２ .３メー

トル以下であるものは適用除外といたします。  

３つ目の壁面後退区域における工作物の設置の制限につきまし

ては、住宅調和地区では、壁面の位置の制限が定められている区

域のうち、道路に面する敷地の部分で緑を配置した環境緑地の区

域には、門、塀、その他の工作物を設置してはならないこととい

たします。ただし、電柱や緑化に寄与するものは適用除外といた

します。  

こちらは住宅調和地区の区画道路３号の沿道に面して１ .５メ

ートル以上壁面後退した区域内における工作物設置のイメージ図

でございます。環境緑地を１メートル以上配置し、建築物との間

に、門、塀等を設置した場合のイメージとなります。  

４つ目の建築物等の高さの最高限度につきましては、中高層住

宅地区では既存建築物の最高高さに合わせまして３３メートとい

たします。住宅調和地区では、資料８ページの計画図２に示して

おります、区画道路１号及び区画道路２号を前面道路とする敷地

の建築物、又は敷地面積が２，０００平方メートル以上である建

築物は２０メートル、その他の建築物は１５メートルといたしま
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す。  

こちらは住宅調和地区における建築物等の高さの最高限度によ

る制限を示した図となります。オレンジ色で示しております区域

は、区画道路１号及び区画道路２号を前面道路とする敷地、又は

敷地面積が２，０００平方メートル以上である敷地に該当する範

囲で、建築物等の高さ２０メートルの制限といたします。黄色で

示しております区域は、そのほかの範囲で建築物の高さ１５メー

トルの制限といたします。なお、斜線で示しております区域は、

東京都が都営住宅の建て替えをする範囲となります。  

５つ目の建築物等の形態又は色彩、その他の意匠の制限につき

ましては、各地区ともに共通の制限といたしまして、建築物の屋

根、外壁及びこれに代わる柱、並びに工作物の色彩は、まち並み

と調和した落ち着いた色調とし、府中市景観計画の色彩基準に適

合したものといたします。また、屋外広告物等を設置する場合に

は、周囲の景観に配慮するよう形態及び設置場所に留意したもの

といたします。  

６つ目の垣又は柵の構造の制限につきましては、各地区ともに

共通の制限といたしまして、道路に面して設ける垣又は柵の構造

は、生け垣又は透過性を有するフェンスとし、垣又は柵の基礎の

部分のうち高さが０ .４メートル以下の部分、又は保育所に設ける

安全上必要なものにつきましては適用除外といたします。  

こちらは垣又は柵の構造の制限のイメージ図でございます。垣

又は柵のうち地盤面からの高さが０ .４メートルを超える部分に

つきましては、生け垣又は透過性を有するフェンスにする必要が

ございます。  
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今後の予定でございますが、関係権利者に意見を聞いた後に、

公告、縦覧を行うとともに、市民及び利害関係人の意見を聞き、

都市計画決定に向けた手続を進める予定でございます。  

以上で説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

【議長】  議案の説明が終わりました。  

それでは、これより審議に入りたいと思います。ご質問がござ

いましたらお願いいたします。  

【○○委員】  この地区は基本的に都営住宅であるということで、

地区全部都有地ということでしょうか。それとも一部市有地、民

地があるのかどうか、まずそのことをお尋ねしたいと思います。  

それから、住宅調和地区の関係なんですけど、ここは今都営住

宅が建っていて、一部取り壊しが始まってるところだと認識して

いるんですけど、ここは今度住宅調和地区になると、東京都が民

間に払い下げるということなんですか。その辺、どういう状況な

のか。保育所のことは結構なんですけど、それ以外のところはど

ういう状況になるのか教えてください。  

あともう１点、都市計画道路府３・４・３号線と被っていると

ころについては、基本的には何も建てないというか、そういう考

えでいいのかどうか。  

以上お尋ねします。  

【議長】 手塚委員から３点ご質問いただきました。よろしくお願

いします。  

【町井計画課長補佐】 今回の地区計画の敷地は、全てが都有地と

いうことになっております。  

２点目については、住宅調和地区で、今回、都営住宅を建て替
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えの計画があるということで地区計画のほうをかけさせていただ

いているんですが、未利用地の部分が、東京都がまだ活用を検討

されていない土地が一部ありますので、その部分については民間

に払い下げられてもいいように、今回地区計画で規制していくと

考えております。  

敷地の府３・４・３号線の部分につきましては、建物の計画等

はございません。  

 以上でございます。  

【○○委員】 大体状況はわかりました。住宅調和地区には、今は

都営住宅になっているけども、ここには改めて都営住宅は建てな

いということになるのか、高さ制限の範囲の中で建てるというこ

となのか。例えば、府中市が何かに活用しようとか、そういうこ

とがあるのかどうか、そこも含めてもう一度お尋ねします。  

 以上です。  

【町井計画課長補佐】 今、スクリーンに住宅調和地区の位置図を

示させていただいているんですが、北西の部分に今回都営住宅と

して建て替える予定になっております。それと、南東部分につき

ましても、既存の都営住宅を解体して建て替える部分になってお

りまして、それ以外の部分で未利用地という形になっております

ので、その部分につきまして、東京都のほうでは今活用の検討が

なされていないということなので、民間に払い下げられた場合で

も規制ができるように、計画のほうを今回提案させていただいて

おります。  

【○○委員】  わかりました。  

【議長】 ほかに質問等ございますでしょうか。それでは第１号議
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案について、採決したいと存じます。  

 第１号議案、府中都市計画地区計画南町四丁目・住吉町二丁目

地区地区計画の決定に係る原案については、議案のとおり決する

ことでよろしいでしょうか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

【議長】 ありがとうございます。御異議なしと認め、よって第１

号議案は可決されました。  

 議事日程に従いまして、日程第２、第２号議案、府中都市計画

地区計画矢崎町一丁目地区地区計画の決定に係る原案を議題とい

たします。それでは議案の説明をお願いします。  

【酒井都市計画担当主査】 それでは、ただいま議題となりました、

第２号議案、府中都市計画地区計画矢崎町一丁目地区地区計画の

決定に係る原案につきまして、ご説明させていただきます。  

本件につきましては、都営矢崎町アパートの建て替えに当たり、

矢崎町一丁目及び矢崎町二丁目各地内の約０ .７ヘクタールの土

地について、ゆとりある良好な居住環境を維持するとともに、地

区周辺のまち並みと調和した住宅地を形成することを目的として、

都市計画法の規定に基づき地区計画の原案を作成するものです。  

それでは、議案の詳細につきまして、前方スクリーンにおいて

ご説明させていただきます。スクリーンをご覧ください。  

こちらは資料４ページに記載しております、矢崎町一丁目地区

地区計画の位置図でございます。位置はＪＲ府中本町駅の南側、

中央自動車道の北側に位置する、矢崎町一丁目及び矢崎町二丁目

各地内の約０ .７ヘクタールの土地で、図の赤色の区域でございま

す。  
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こちらは地区計画区域の航空写真でございます。図の中央に示

しております、黄色の線で囲んだ区域が地区計画区域となります。 

こちらは都市計画図でございます。黄色の線で囲んだ地区計画

区域における都市計画の概要でございますが、用途地域が南北で

分かれており、北側の紫色で示しております区域は準工業地域、

建ぺい率６０パーセント、容積率２００パーセント、２５メート

ル第２種高度地区、準防火地域、南側の水色で示しております区

域は第一種低層住居専用地域、建ぺい率５０パーセント、容積率

１００パーセント、第１種高度地区、準防火地域、絶対高さ１０

メートルになります。また、地区計画区域の北側には下河原緑道

がございます。  

こちらは資料１ページに記載しております、地区計画の目標で

ございます。地区計画の目標でございますが、本地区は府中市の

ほぼ中央に位置し、ＪＲ南武線府中本町駅から南へ約３００メー

トルの距離にある都営住宅が整備された地区となります。地区周

辺は、事業所と集合住宅が混在するほか、地区の北側には下河原

緑道があり、緑が多く存在する良好な居住環境が形成された地域

となります。府中市都市計画マスタープランにおいては、住工共

存ゾーン及び低密度住宅ゾーンに位置づけられており、住工共存

ゾーンでは、産業機能と居住機能との調和・共存を図る土地利用

を誘導し、低密度住宅ゾーンでは、戸建ての低層住宅地を主体に

良好な居住環境の形成を誘導することとしております。これらの

ことから、本地区ではゆとりある良好な居住環境を維持するとと

もに、地区周辺のまち並みと調和した住宅地を形成することを目

標といたします。  
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続きまして、資料１ページに記載しております、土地利用の方

針でございますが、資料５ページの計画図１のとおり、地区計画

区域を２つに区分し、それぞれの地区の特性に応じた土地利用の

方針を定めます。  

はじめに、緑色で示しております区域を中層住宅地区とし、公

営住宅としてのゆとりある良好な居住環境を維持するとともに、

下河原緑道と調和した緑豊かな土地利用を図り、地区周辺の環境

に配慮した住宅地を形成することといたします。  

次にオレンジ色で示している区域を低層住宅地区とし、低層住

宅地として、落ち着いた雰囲気を持つ居住環境の形成を図り、地

区周辺のまち並みと調和した住宅地を誘導することといたします。 

こちらは資料１ページに記載しております、地区施設の整備の

方針でございますが、１点目といたしまして、区画道路及び通路

を維持又は整備し、一体的な交通網を形成するとともに、地区に

隣接する下河原緑道をつなぐ歩行者通路を維持し、歩行者ネット

ワークを形成することといたします。  

２点目といたしまして、緑豊かな住宅地を形成するため、公園

を整備するとともに、区画道路に面して環境緑地を配置いたしま

す。環境緑地は原則として、道路に面する敷地部分の２分の１以

上を緑化することといたしますが、自動車の出入口を確保する場

合など、やむを得ない理由があるときは敷地内に同等の緑化を行

うことで、これに代えることができるものといたします。  

こちらは資料６ページに記載しております、計画図２でござい

ます。はじめに地区施設の道路といたしまして、青色で示してお

ります、既存の道路を区画道路として位置づけます。  
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次に地区施設の公園といたしまして、黄緑色で示しております

新たに設置する面積約３１０平方メートルの公園を地区施設とし

て位置づけます。  

次に地区施設のその他の公共空地といたしまして、はじめに歩

行者通路でございますが、赤色で示している部分で地区内の歩行

者ネットワークの形成を図るため、下河原緑道につながる既存の

幅員１ .５メートルの通路を歩行者通路として位置づけます。次に

通路でございますが、オレンジ色で示している部分で、通路１号

から通路３号を位置づけます。  

次に環境緑地でございますが、緑の点線で示している範囲に環

境緑地として位置づけます。  

こちらは資料１ページに記載しております、建築物等の整備方

針でございます。ゆとりある良好な居住環境の形成を図るため、

資料２ページから３ページに記載しております建築物等に関する

事項に８項目を定めております。  

１つ目の建築物の容積率の最高限度につきましては、中層住宅

地区では、都市計画の容積率２００パーセントに対し１５０パー

セントといたします。  

２つ目の建築物の建ぺい率の最高限度につきましては、中層住

宅地区では、都市計画の容積率６０パーセントに対し５０パーセ

ントといたします。  

３つ目の建築物の敷地面積の最低限度につきましては、中層住

宅地区では２，０００平方メートル、低層住宅地区では一戸建て

の住宅又は二戸長屋は１１０平方メートル、その他の建築物は５

００平方メートルといたします。  
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４つ目の壁面の位置の制限につきましては、中層住宅地区では

建築物の外壁等から道路境界線又は隣地境界線までの距離は２メ

ートル以上、低層住宅地区では、建築物の外壁等から道路境界線

又は隣地境界線までの距離は０ .５メートル以上といたします。中

層住宅地区及び低層住宅地区におきまして、壁面の位置の制限が

適用除外となる建築物又は建築物の部分といたしまして、１点目

は、物置その他これに類する用途に供し、軒の高さが２ .３メート

ル以下で、かつ床面積の合計が５平方メートル以内であるもの、

２点目は、中層住宅地区では、自動車車庫又は自転車駐車場、低

層住宅地区では、自動車車庫で、軒の高さが２ .３メートル以下で

あるものは適用除外といたします。  

５つ目の壁面後退区域における工作物の設置の制限につきまし

ては、中層住宅地区では、壁面の位置の制限が定められている区

域のうち、道路に面する敷地の部分で緑を配置した環境緑地の区

域には、門、塀、その他の工作物を設置してはならないこととい

たします。ただし、電柱や緑化に寄与するものは適用除外といた

します。  

こちらは中層住宅地区において、道路に面して２メートル以上

壁面後退した区域内における工作物設置のイメージ図でございま

す。環境緑地を１メートル以上配置し、建築物との間に、門、塀

等を設置した場合のイメージとなります。  

６つ目の建築物等の高さの最高限度につきましては、中層住宅

地区では、建て替えする都営住宅の高さに合わせまして２３メー

トルとし、低層住宅地区では１０メートルといたします。  

７つ目の建築物等の形態又は色彩、その他の意匠の制限につき
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ましては、各地区ともに共通の制限といたしまして、建築物の屋

根、外壁及びこれに代わる柱、並びに工作物の色彩は、まち並み

と調和した落ち着いた色調とし、府中市景観計画の色彩基準に適

合したものといたします。また、屋外広告物等を設置する場合に

は、周囲の景観に配慮するよう形態及び設置場所に留意したもの

といたします。  

８つ目の垣又は柵の構造の制限につきましては、各地区ともに

共通の制限といたします。道路に面して設ける垣又は柵の構造は、

生け垣又は透過性を有するフェンスとし、垣又は柵の基礎の部分

のうち高さが０ .４メートル以下の部分につきましては適用除外

といたします。  

こちらは垣又は柵の構造の制限のイメージ図でございます。垣

又は柵のうち地盤面からの高さが０ .４メートルを超える部分に

つきましては、生け垣又は透過性を有するフェンスにする必要が

ございます。  

今後の予定でございますが、関係権利者に意見を聞いた後に公

告、縦覧を行うとともに、市民及び利害関係人の意見を聞き、都

市計画決定に向けた手続を進める予定でございます。  

以上で説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

【議長】  議案の説明が終わりました。  

それでは、これより審議に入りたいと思います。ご質問等ござ

いませんでしょうか。  

【○○委員】 東京都の都営住宅のある地域ということで先ほど説

明あったと思うんですが、その用途を決めるに、中層住宅地区と

低層住宅地区と、現況とは違う形で決定をされるんだろうと思い
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ますけれども、現在低層住宅のところにも中層の建物があると理

解しているんですけれども、この辺は土地所有者である東京都と、

今後の方向性として、低層で都がつくろうとする意向なのか。先

ほどの案件と同じように、都としては民間に低層住宅の用地とし

て売ることを考慮しながらの取り決めで府中市との話し合いがさ

れたのか。  

 それから、もう１点は、同じ低層住宅地区にした場合の取りつ

け道路なんですけれども、通路３号について、現況もそうだと思

うんですが、３ .９メートルから４ .４メートルという幅員になっ

ているんですけれども、南に抜けるとば口が細いように思う。そ

の土地の利用勝手で、そのとば口３ .９メートルのところは両側民

地のように考えられるんですけれども、この地区計画の定め方と

して、低層住宅地の利用に当たっての、そういった通路の問題等

は特にゆくゆく問題にならないのかどうか教えてください。  

【町井計画課長補佐】 まず１点目の都営住宅の中層住宅地区と低

層住宅地区の関係ですが、今回、低層住宅地区にも５階建ての都

営住宅があります。東京都で、低層住宅地区の既存建物は解体を

行い、その土地については都の活用が決まっている土地ではない

ので、先ほどの住吉町と同じように、民間に払い下げ等が行われ

たときに規制ができるように地区計画で誘導していくと考えてお

ります。  

通路３号については、現在通路として活用しているというとこ

ろがありますので、今回、地区計画で通路３号として位置づけを

行いまして、この部分、通路として担保していく考えでおります。  

以上でございます。  
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【楠本計画課長】 補足をさせていただきます。まず、この南側の

土地ですが、これは解体した後に、東京都でどうするというのは、

今現在決まっておりませんので、これが民間売却された際でも、

開発誘導ができるような形で地区計画に入れております。  

通路の関係ですが、開発になったときには、そういう誘導がで

きるのかというご質問だと思いますが、既存の通路自体は市民の

皆さんが利用されており、そこは担保したい、しかしながら、今

後開発を行っていくときに、どういう取りつけ道路になるかとい

うところになりますと、委員ご指摘のとおり、南側については非

常に厳しい状況になるであろうと予測しております。ただし、こ

の地区は北側からインフラが入っておりますので、こういったと

ころで計画されるのであろうという予想で、この地区計画をかけ

させていただいております。  

以上でございます。  

【○○委員】  現況は車止めがついていて、４メートルないんで、

これまでの民地の開発においても、問題を抱えていた場所なんで

す。そういう中で、あえて都有地のほうで計画を立てるんであれ

ば、民地に対する３ .９のあと１０センチ足りないがために南側の

ほうの都市計画が全然役立たないわけです。いずれ何とかなると

いうだけで、こういう決め方するというのもどうかと思います。

ただ、北側との一体通路ですから、全く開発できないということ

ではないわけですが、まちづくりの観点から、行政として指導が

できるように考えていかないと。後々ここは鳥羽口でもめる元に

なります。問題が起きうる場所ですから、担当のほうは今後そう

いったことも考慮しながら取り組んでいただきたい。  
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【楠本計画課長】  ご指摘のとおりで、南側の開発が生じた際に、

ここの既存通路は実際に市民の皆さんがお使いになられておりま

すので、そこの優先確保というところを見た中で、開発基準に沿

った開発指導を心がけてまいりたいと考えてございます。  

 以上でございます。  

【○○委員】 ２点ほどございます。対象地区の北側の府８・７・

４号線沿いに薄く１枚土地があるんですけど、ここはどう使うん

だろうかというところが１点。  

 もう１点は、殆んどの用途地域が、準工業地域なので、住工共

存地区という形で都市計画マスタープランに位置づけられている

んですけれども、内容は殆んどいい住宅地をつくるということだ

けだったので、それをどう考えればいいんだろうかと。周辺に工

場があるのであれば、少しそのことを考えておかないと、工場の

ど真ん中に住宅地ができると、もめる元になってしまいますので、

そのあたりの住工共存についての考え方をお伺いしたいです。  

【議長】  ２点お答え願います。  

【町井計画課長補佐】 北側の緑道の間の細長い土地につきまして

は、現状が緑地で、建替え後も緑地ということです。部分的に駐

車場及び駐輪場もありますが、基本的に緑地として活用していく

と東京都からは聞いております。  

【議長】  それからもう１点。  

【町井計画課長補佐】 住工共存ゾーンにつきましては、西側に工

場などが配置され、緑道の北側にも工場があることから、住工共

存ゾーンとして都市計画マスタープランでは位置づけを行ってい

るところでございます。  
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 以上でございます。  

【○○委員】 追加質問です。１点目については、要はそこは何も

書いておかなくてもいいのかということが気になっていて、例え

ば、事業を進めていくうちに、全部駐車場にされてしまうとか、

そういうことになりがちですので。それでいいのかというあたり

を考えて、書けることは書いておいたほうがいいんじゃないかと

思います。  

 あと２点目は、４メートルの幅の通路１号が工場との境になっ

ていると理解すればいいんですけれども、それで十分なのかとい

うのが非常に気になります。新しく住宅で入居した人たちが、隣

に対して何か言い始めたら、余分なもめ事の種を抱えることにな

ってしまいますので、通路１号のつくり方をもう少し考えたほう

がよかったと思いますが、いかがでしょうか。  

【楠本計画課長】 北側は都市計画の緑道がありますから、そこの

バッファとして緑を配置していまして、駐車場も４台ですとか、

緑を切らないような形で配置することになっています。今回都市

計画審議会にお諮りしているのは地区計画ですが、ここの土地利

用について、地域まちづくり条例の中で土地利用景観調整審査会

に、土地利用については諮らせていただいております。その中で

バッファの考え方や、今の西側の工場とのバッファの考え方です

とか、そういったところも含めてご審議いただいて、市として助

言を  

させていただいております。  

 以上でございます。  

【議長】  ○○委員。  
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【○○委員】 考え方として、住工混在という意識はまだあるんで

すか。そうすると、道路で分けるというのはわかりますけど、単

なる住宅、非常に環境のいい住宅地という意識があると思うんで

す。実際に工場があるところ、準工ですから制限があるのはわか

っていますけど、あるいは今後、住みながら工場をやりたいとい

う人もいるかもわかりません。その辺は多少配慮をしておかない

と、近隣トラブルが出てくるのではないか。私は工業の立場です

ので、どうしても準工というのは、なるべく工業ができる状態で

とっておいていただきたい。そうなると、どっちにも向くような

エリアづくりを考えていただきたいと思います。  

【楠本計画課長】 ご指摘のとおり、府中市自体は、製造品の出荷

額で都内１位という、ものづくりの部分でも過去から脈々と続い

ている都市の遺伝子というのを持っております。その中で準工業

地域という、貴重な用途地域を持っているわけで、そういった部

分については、都市計画マスタープランの見直しの中で、住工混

在というよりも共存できる形で都市づくりを進めてまいりたいと

考えておりますので、どうぞご理解をいただきたいと思います。  

 以上でございます。  

【議長】 ほかにご質問等ありますでしょうか。ないようですので、

採決したいと思います。  

 第２号議案、府中都市計画地区計画矢崎町一丁目地区地区計画

の決定に係る原案について、議案のとおり決することでご異議あ

りませんでしょうか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

【議長】 ご異議なしと認めて、よって第２号議案につきましては
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可決されました。大変ありがとうございました。  

 では日程第３、第３号議案、府中都市計画地区計画晴見町地区

地区計画の決定を議題といたしたいと存じます。本案は、日程第

４、第４号議案、府中都市計画地区計画府中アゼリア台住宅地区

地区計画の変更と関連いたしますので、事務局から２件を一括し

てご説明お願いしたいと思います。また、採決はそれぞれに行い

たいと思いますので、よろしくお願いします。それでは議案の説

明をお願いします。  

【酒井都市計画担当主査】 それでは、ただいま議題となりました

第３号議案、府中都市計画地区計画晴見町地区地区計画の決定及

び第４号議案、府中都市計画地区計画府中アゼリア台住宅地区地

区計画の変更につきまして、一括してご説明させていただきます。 

 本件につきましては、府中市が決定する都市計画でございまし

て、平成２７年１１月４日開催の本審議会において、府中都市計

画地区計画晴見町地区地区計画の決定に係る原案及び府中都市計

画地区計画府中アゼリア台住宅地区地区計画の廃止に係る原案に

ついてお諮りし、原案のとおり可決いただきました。このたび、

原案から一部変更を行いまして都市計画決定を行うにあたり、本

審議会にお諮りするものでございます。  

はじめに第３号議案の晴見町地区地区計画につきまして、ご説

明させていただきます。資料９ページをご覧ください。  

こちらは地区計画区域を示す位置図でございます。位置は、北

府中駅の東側、府中刑務所の南側に位置する晴見町一丁目及び晴

見町二丁目各地内の約２８ .２ヘクタールの土地で、図の灰色の区

域でございます。  
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次に第３号議案の資料２ページをご覧ください。  

原案からの変更点といたしまして、下段に記載の地区施設の整

備の方針につきまして、関係機関との調整により、区画道路の位

置づけと、環境緑地は原則として道路に面する敷地の部分の２分

の１以上を緑化することを追加しております。そのほか、地区整

備計画の地区施設や建築物等の制限に関する事項につきましては

原案から変更ございません。  

続きまして、平成２７年１１月４日開催の本審議会に原案をお

諮りした以降の経過でございますが、都市計画法第１６条の規定

に基づき、平成２７年１１月２４日から１２月８日までの２週間、

原案の縦覧を行ったところ、縦覧者は１名で、意見書の提出はご

ざいませんでした。その後、都市計画法第１９条の規定に基づき、

東京都と協議を行い、意見のない旨の回答を受けまして、都市計

画法第１７条の規定に基づき、本年１月２０日から２月３日まで

の２週間の縦覧を行ったところ、縦覧者及び意見書の提出はござ

いませんでした。  

続きまして、第４号議案、府中都市計画地区計画府中アゼリア

台住宅地区地区計画の変更につきまして、ご説明させていただき

ます。  

第４号議案の資料３ページをご覧ください。  

こちらは地区計画区域を示す位置図でございます。本地区計画

の区域におきましては、第３号議案でご説明させていただきまし

た、晴見町地区地区計画の区域に、図に斜線で示しております府

中アゼリア台住宅地区の区域が全て含まれており、本地区計画の

計画内容を新たに都市計画決定する晴見町地区地区計画に継承す
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るため、地区計画を廃止する変更を行うものとなります。本地区

計画の変更につきましては原案から変更ございません。  

続きまして、平成２７年１１月４日開催の本審議会に原案をお

諮りした以降の経過でございますが、都市計画法第１６条の規定

に基づき、平成２７年１１月２４日から１２月８日までの２週間、

原案の縦覧を行ったところ、縦覧者及び意見書の提出はございま

せんでした。その後、都市計画法第１９条の規定に基づき、東京

都と協議を行い、意見のない旨の回答を受けまして、都市計画法

第１７条の規定に基づき、本年１月２０日から２月３日までの２

週間の縦覧を行ったところ、縦覧者及び意見書の提出はございま

せんでした。  

今後につきましては、第３号議案及び第４号議案ともに、本審

議会の審議を経た後に都市計画の告示を行う予定でございます。  

以上で説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

【議長】  ありがとうございました。議案の説明が終わりました。 

それでは、これより審議に入りたいと思います。第３号議案並

びに第４号議案につきまして、ご質問等がありましたらお願いい

たします。  

【○○委員】  どこが変わったかというのがわからなかったので、

説明を。  

【町井計画課長補佐】 第３号議案の２ページの表の下の地区施設

の整備の方針の３の「周辺環境に配慮した良好な景観形成を図る

ため、道路や通路に沿って環境緑地を整備する。環境緑地は原則

として道路に面する敷地部分の２分の１以上を緑化する」という

ところの「ただし、やむを得ない理由があるときは、敷地内に同
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等の緑化を行うことでこれに代えることができるものとする。ま

た、環境緑地内にある既存樹木は保全に努めるとともに、既存樹

木の間を人が歩くことができる空間を確保する。」という、この書

き方を修正しております。  

 以上でございます。  

【議長】 ほかにご質問等ありますでしょうか。質問等ないようで

すので、採決したいと思います。  

 まず第３号議案、府中都市計画地区計画晴見町地区地区計画の

決定について、議案のとおり決することでご異議ございませんで

しょうか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

【議長】 ご異議なしと認めます。よって、第３号議案は可決され

ました。  

 続きまして、第４号議案について採決したいと思います。  

第４号議案府中都市計画地区計画府中アゼリア台住宅地区地区計

画の変更について、議案のとおり決することでご異議ございませ

んでしょうか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

【議長】 ご異議なしと認め、よって、第４号議案は可決されまし

た。  

それでは次に、日程第５、第５号議案、府中都市計画公園第６・

４・１号府中中央公園の変更を議題といたします。  

それでは議案の説明をお願いします。  

【角倉公園緑地課長】 それでは、ただいま議題となりました、第

５号議案、府中都市計画公園第６・４・１号府中中央公園の変更
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につきまして、ご説明いたします。  

 本件につきましては、府中都市計画公園第６・４・１号府中中

央公園におきまして、整備を行った部分を追加するとともに、他

の都市施設と重複する部分を削除する都市計画変更についてお諮

りするものでございます。  

 最初に、昨年１１月４日開催の本審議会に原案をお諮りした後

の経過につきまして、ご報告いたします。  

 都市計画案について、都市計画法第１９条第３項の規定に基づ

き、東京都知事との協議を行い、本年１月１２日付で意見のない

旨の協議結果通知を受けております。また、都市計画法第１７条

第１項の規定に基づき、本年１月１５日から２９日までの２週間、

縦覧を行い、同法第１７条第２項の規定に基づき、意見書の提出

を求めたところ、意見書の提出はございませんでした。  

 前回ご審議いただきました原案からの変更点でございますが、

東京都との協議において、都市計画公園区域内の認定道路につい

ては区域から除外することが望ましい、との指導があったことか

ら、市民プール西側の市道３－４号線を新たに削除区域といたし

ました。このことにより、削除面積が０ .０２ヘクタール増え、都

市計画公園の変更後の面積は５ .１９ヘクタールとなりました。区

域の詳細は後ほどご説明いたします。  

 今後につきましては、本審議会の審議を経た後に、都市計画の

告示を行う予定でございます。  

議案の詳細については担当よりご説明いたします。  

【宮本緑化推進係長】 お手元の資料に基づきましてご説明いたし

ます。資料の１ページをご覧ください。  
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府中都市計画公園の変更計画書でございます。  

種別は運動公園、名称は、番号が第６・４・１号、公園名が府

中中央公園、位置は府中市寿町二丁目地内、面積は約５ .１９ヘク

タール、備考は主要な公園施設を記載し、園路、広場、休養施設、

遊戯施設、運動施設、便益施設、区域は計画図表示のとおり。  

理由は、他の都市施設との整合を検討した結果、上記のとおり

都市計画公園を変更するものでございます。  

続きまして、資料の２ページをご覧ください。  

新旧対照表につきましては、種別は変更ありません。名称は、

旧番号、府中都市計画公園第１号が、新番号、府中都市計画公園

第６・４・１号となり、公園名に変更はありません。位置は、旧

が府中市馬場西地内、新が府中市寿町二丁目地内、面積は、旧が

約５ .１６ヘクタール、新が約５ .１９ヘクタール、備考は変更す

る事項を表示しており、名称、位置、区域及び面積の変更でござ

います。変更概要につきましては、名称、位置、区域、面積の変

更事項を示しております。  

恐れ入りますが、前方のスクリーンをご覧ください。こちらは、

府中中央公園の位置図でございます。図中右下の凡例のとおり、

黒色の太線で囲まれた部分が計画区域、一点鎖線が町丁目界とな

っております。府中中央公園は、府中市の中心部にあり、京王線

府中駅の北西側、府中第一小学校の北側に位置し、昭和２８年に

都市計画決定された公園で、修景池や児童遊園のほか、市民陸上

競技場、市民球場及び市民プールなどの運動施設を備えた運動公

園となっております。  

こちらはお手元の資料３ページの計画図でございます。図中右
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下の凡例のとおり、緑色の線で囲まれた部分が計画区域、赤の塗

りつぶし部分が追加区域、黄色の塗りつぶし部分が削除区域とな

っております。公園区域の左上、赤の塗りつぶし部分が公園拡張

用地として取得し、駐車場として整備された区域で、面積約０ .

１９ヘクタールが、今回追加する区域となります。また、公園区

域中央の黄色の塗りつぶし部分が府中都市計画道路第３・５・１

０号桜並木線、市道３－４号線など、他の都市施設との整合を図

るため今回削除する区域で、面積約０ .１６ヘクタールでございま

す。  

こちらは当該地の航空写真でございます。図中右下の凡例のと

おり、緑色の塗りつぶし部分が計画区域、赤の塗りつぶし部分が

追加区域、黄色の塗りつぶし部分が削除区域となっております。  

なお、今回変更する区域の現地の様子は次のとおりでございま

す。こちらは都市計画道路やグランド管理事務所など、他の都市

計画施設が重複している箇所の様子でございます。緑色の区域が

現在の府中中央公園の区域でございます。スライドのとおり、重

複している箇所を都市計画公園から削除いたします。  

こちらは市道３－４号線が重複している箇所の様子でございま

す。緑色の区域が現在の府中中央公園の区域でございます。スラ

イドのとおり、重複している箇所を都市計画公園から削除いたし

ます。  

こちらは今回追加する駐車場部分の現地の様子でございます。

スライドのとおり、駐車場として整備を行った区域を都市計画公

園として追加いたします。  

最後に、お手元の封筒の中の図面は、都市計画変更に必要な図
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書で、府中都市計画公園総括図で、府中市全域の地図に本公園の

区域を示したものでございます。  

以上で説明を終わります。よろしくご審議くださいますようお

願いいたします。  

【議長】  議案の説明が終わりました。  

これより審議に入りたいと思います。ご質問ございませんでし

ょうか。ご質問等ないようですので、第５号議案について採決し

たいと思います。  

 第５号議案、府中都市計画公園第６・４・１号府中中央公園の

変更について議案のとおり決するということで異議ございません

でしょうか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

【議長】  異議なしということで、第５号議案は可決されました。

ありがとうございました。  

 では続きまして、日程第６、報告事項の１、府中市都市計画に

関する基本的な方針評価報告書（案）について、事務局から報告

をお願いします。  

【酒井都市計画担当主査】 それでは報告事項の１、府中市都市計

画に関する基本的な方針評価報告書（案）につきましてご説明さ

せていただきます。議案書の資料１ページをご覧ください。  

 １の趣旨につきましては、本市では、近年の社会経済情勢の変

化やまちづくりの動きに対応するとともに、第６次府中市総合計

画や各個別計画との整合を図るため、府中市都市計画に関する基

本的な方針、いわゆる都市計画マスタープランの見直しに向けた

取り組みを進めております。この取り組みを進めるに当たり、都
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市計画マスタープランを策定した平成１４年度以降に取り組んだ

まちづくりの実績を評価し、見直しに向けた課題や方向性を検証

した結果等を取りまとめた府中市都市計画に関する基本的な方針

評価報告書（案）を作成したものでございます。  

 次に２の概要につきましては、（１）のはじめにから２ページの

（６）の残された課題等のまとめの６項目により構成しております。

詳細につきましては、議案書に添付しております評価報告書（案）

を用いてご説明させていただきます。  

恐れ入りますが、添付の評価報告書を１枚めくっていただき、

右側、１ページをご覧ください。序章となるはじめにでは、都市

計画マスタープランのあらましや都市計画マスタープランの評価

に至る経緯、本評価報告書の位置づけのほか、都市計画マスター

プランの構成などを記載しております。  

３ページをお開きください。府中市のまちづくりを取り巻く状

況の変化では、１３ページにかけて、まちづくりを取り巻く社会

経済環境の動向のほか、本市の概況特性、人口動向、財政状況、

また関連する法令・計画書等の制定・改正を記載しております。  

５ページをお開きください。下段に記載しております市民意識

調査の結果でございますが、この市民意識調査は、今回のまちづ

くりの評価と今後の都市計画マスタープランの見直しに向けて実

施したもので、無作為に抽出した２，５００人の市民の中から、

回答のあった約１，４００人の回答結果を示しております。この

市民意識調査の結果につきましては、調査内容に関連する項目の

ページにそれぞれ掲載させていただいております。  

６ページをお開きください。中段のグラフ、府中市の人口の推
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移と予測と、その下の府中市の年齢階層別人口構成の推移と予測

では、府中市人口ビジョンの数値をもとに今後のまちづくりにお

いて影響を及ぼす人口の予測値などを記載しております。  

続きまして、１４ページをお開きください。まちづくり方針の

評価では、６８ページにかけて、都市計画マスタープランに掲げ

る、まちづくりの将来像と目標を示すとともに、市全体の方針と

なる、まちづくり方針の４つの基本的な方針ごとに、施策の概要、

関連する主な事業実績・成果及び残された課題などを記載してお

ります。  

それでは、まちづくり方針の評価につきまして、方針ごとに主

な事業実績・成果の概要をご説明いたします。  

１５ページをお開きください。まちの骨格構造を形成する軸の

整備方針における実績といたしまして、中段右の都市計画道路の

整備率のグラフから、赤線で示した本市の整備率は、東京都全域

や多摩地域と比較して高い整備状況となっております。  

次に２４ページをお開きください。土地利用方針の実績といた

しまして、中段の地区計画等の実績の表から、都市計画マスター

プランの策定前後の平成１３年度末と平成２６年度末を比較する

と、地区計画の決定地区数は２地区から１４地区に、景観協定及

び都市景観協定の決定地区数は、２地区から１８地区へと大きく

増加しております。  

次に３５ページのＡ３の図面をお開きください。こちらのまち

づくりマップでは、平成１４年度に都市計画マスタープランを策

定してからのまちづくりの実績を図示しており、赤色の実線で示

した都市計画道路の整備状況や、赤色又は青色の斜線で示した地
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区計画及び景観協定の決定区域などを掲載しております。  

３７ページをお開きください。都市施設整備方針の道路・交通

体系整備方針による主な事業実績・成果といたしまして、都市計

画道路及び自転車走行空間の整備や府中市インフラマネジメント

計画の策定などを記載しております。  

３８ページをお開きください。都市計画道路の整備状況といた

しまして、図面とともに主な整備実績の写真を掲載しております。 

次に４８ページをお開きください。都市施設整備方針の公園・

緑地等の整備方針による主な事業実績・成果といたしまして、都

市公園の整備や生産緑地地区の追加指定による都市農地の保全、

開発事業による公園・緑地の創出などを記載しております。  

５０ページをお開きください。開発事業による公園・緑地の創

出実績といたしまして、下段のグラフに宅地開発などの開発行為

と中高層建築物に分けて掲載しており、青色の折れ線で示してお

りますのが整備面積の累計で、都市計画マスタープラン策定以降

の公園・緑地の整備量の合計は、開発事業の誘導により約１８ .

８ヘクタールを創出しております。  

次に５５ページをお開きください。都市施設整備方針の公益的

施設の整備方針による主な事業実績・成果といたしまして、ルミ

エール府中や郷土の森観光物産館などの施設整備のほか、府中市

公共施設マネジメント基本方針の策定などを記載しております。  

５６ページをお開きください。近年の公益的施設の整備動向と

いたしまして、図面とともに主な施設整備の写真を掲載しており

ます。  

次に５９ページをお開きください。都市環境形成方針の防災の
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まちづくり方針による主な事業実績・成果といたしまして、緊急

輸送道路沿道建築物及び木造住宅の耐震化の促進や、中央防災セ

ンター及び水防・防災ステーションの整備などを記載しておりま

す。  

６０ページをお開きください。下段に都市計画マスタープラン

策定以降の住宅の耐震化率の推移を掲載しております。  

６１ページをご覧ください。都市環境形成方針の福祉のまちづ

くり方針による主な事業実績・成果といたしまして、駅及び駅周

辺の主要な歩行経路のバリアフリー化や、いきいきプラザなどの

施設整備を記載しております。  

６２ページをご覧ください。下段に開発行為や中高層建築物等

の開発事業の際に、府中市福祉のまちづくり条例に基づきバリア

フリーなどの指導を行った実績のグラフを掲載しております。  

６３ページをご覧ください。都市環境形成方針の環境のまちづ

くり方針による主な事業実績・成果といたしまして、公園・緑地

整備による緑被地率の増加や家庭ごみの減量に向けた取り組みな

どを記載しております。  

６４ページをお開きください。上段に公園・緑地の変化を示し

た表を、中段右側にはごみの収集量の推移のグラフを掲載してお

ります。  

６５ページをご覧ください。都市環境形成方針の景観のまちづ

くり方針による主な事業実績・成果といたしまして、景観協定の

締結の誘導や景観ガイドラインの策定などを記載しております。  

６６ページをお開きください。上段に、景観協定の締結状況と

いたしまして、全国の自治体と比較した景観協定認可件数の表を
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掲載しており、景観協定の認可を受けた５３地区のうち本市が１

１地区となっており、全体の約２０％を占めております。  

続きまして、６９ページをお開きください。地域別まちづくり

方針の評価では、９２ページにかけて、都市計画マスタープラン

において市内を８地域に区分した地域ごとのまちづくり方針に基

づき、関連する主な事業実績・成果などについて記載しておりま

す。各地域の範囲につきましては、地域ごとにまちづくりの実績

を示した地図を掲載しております。  

それでは６９ページの第１地域のまちづくりの主な事業実績・

成果といたしまして、多磨駅東側の調布基地跡地都市整備用地に

おける地区計画の策定や、多磨駅西側の地区におけるまちづくり

誘導計画の策定などを記載しております。  

７２ページをお開きください。第２地域のまちづくりの主な事

業実績・成果といたしましては、南北交通のボトルネック解消に

寄与する新小金井街道及び是政橋の整備や、中央自動車道の府中

スマートインターチェンジの開設などを記載しております。  

７５ページをお開きください。第３地域のまちづくりの主な事

業実績・成果といたしましては、４地区でまちづくり誘導計画を

策定し、３地区で地区計画を策定したほか、法務省施設移転後の

土地利用転換を見据えた晴見町地区における地区計画の作成など

を記載しております。  

７８ページをお開きください。第４地域のまちづくりの主な事

業実績・成果といたしましては、けやき並木の保護に向けた管理

計画の策定や包括管理委託の導入のほか、府中駅周辺における中

心市街地活性化基本計画策定に向けた取り組みなどを記載してお
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ります。  

８１ページをお開きください。第５地域のまちづくりの主な事

業実績・成果といたしましては、広域幹線道路の整備を促進し、

環境施設帯を有する新府中街道の整備、東八道路及び府３・４・

５号新奥多摩街道線の事業着手などを記載しております。  

８４ページをお開きください。第６地域のまちづくりの主な事

業実績・成果といたしましては、西府駅周辺における地域拠点と

してのまちづくりの進展につきまして、西府駅の開業や西府土地

区画整理事業の施行と地区計画の策定などを記載しております。  

８７ページをお開きください。第７地域のまちづくりの主な事

業実績・成果といたしましては、水と緑のネットワークの拠点に

おける郷土の森公園及び金塚桜公園の整備のほか、住吉町五丁目

地区の地域住民からの地区計画の原案の申し出による地区計画の

策定などを記載しております。  

９０ページをお開きください。第８地域のまちづくりの主な事

業実績・成果といたしましては、大規模開発事業に伴う地区計画

及び景観協定の策定による四谷下堰緑地の保全などを記載してお

ります。  

続きまして、９３ページをお開きください。まちづくりの推進

のための取り組みの評価では、９７ページにかけて都市計画マス

タープランに基づくまちづくりの推進のための２つの方策などに

ついて記載しております。  

１つ目は、９３ページ、９４ページの市民との協働によるまち

づくりの主な事業実績・成果といたしまして、地区住民による地

区計画の原案の申し出や大規模開発事業の土地利用調整における
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市民意見の反映などを記載しております。  

９５ページをお開きください。２つ目は、効率的・効果的なま

ちづくりの主な事業実績・成果といたしまして、道路・公園の管

理ボランティア制度の実施や府中駅周辺地域におけるエリアマネ

ジメントへの取り組みなどを記載しております。  

続きまして、９８ページをお開きください。残された課題等の

まとめでは、１０１ページにかけて、全体構想の方針ごとに抽出

した残された課題及び都市計画マスタープラン改定に当たっての

視点等や、地域別構想に記載の各地域における今後の取り組み予

定のほか、都市計画マスタープランの評価に当たり設置した評価

に関するアドバイザー会議における委員の主な意見を、都市計画

マスタープランの項目別にまとめて掲載しております。  

最後に、１０３ページから１０８ページは用語解説を掲載して

おります。評価報告書（案）の概要説明は以上でございます。  

恐れ入りますが、議案書に戻りまして２ページをご覧ください。

評価報告書の３の公表の時期でございますが、平成２８年３月上

旬に公表する予定でございます。なお、本評価を踏まえまして、

第６次府中市総合計画等との整合を図るため、まずは時点修正の

ための一部改正を行い、その後に今後の土地利用転換の動きなど

に対応した全体の見直しをする予定でございました。しかしなが

ら、本評価において整理を行った今後のまちづくりの課題等と合

わせまして、近年の地方創生の進展や東日本大震災以降の防災意

識の高まりなどの対応を図ることで、全体の見直しが可能となっ

たことから、全面改定を平成３２年度に行うことといたします。  

以上で説明を終わります。  
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【議長】 ありがとうございました。ただいま報告事項の１につい

て報告が終わりました。  

この件につきまして、ご質問等がございましたらお願いしたい

と思います。服部委員。  

【○○委員】   アドバイザー会議のメンバーを教えてください。

この報告書の作成に当たって、意見・提案を踏まえて作成すると

いうことなので、大きな位置を占めていると思われますので、そ

の方々がどういう位置にあって、どういうメンバーで、どういう

形、何回開催されということを教えていただきたいと思います。

それがまず第１点です。  

それから、９３ページの施策の主な事業実績・成果というとこ

ろで、市民との協働によるまちづくりが、市民提案で市と協働で

つくられていくということは評価できる点だと思います。しかし、

今回の地区計画原案の申出について、地域住民の方が提案し、地

域で話し合われて地区計画をつくって縛りをかけてきたんだと思

っていたのですが、住吉町二丁目地区地区計画や矢崎町一丁目地

区地区計画を見ますと、都営住宅を建てるに当たって出た土地に

対して地区計画をかけるということであれば、住民主導でないよ

うな気がします。それがこれまでと変わった点かと思ったんです

が、新しい形式の地区計画の原案の申出があるのかと思っていま

す。そうした形式があるのであれば、それを１つ教えていただき

たい。また、これまでのマスタープランの中でのまちづくり方針

の提案の中での住民の参加の仕方と、地区計画の原案の申出とい

う形で、市民協働に参加していくというのはとても大きな役割が

あると思いますので、この評価の報告書の中での位置づけを改め
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てお聞きしたいと思います。  

 よろしくお願いします。  

【議長】  ３点お答え願います。  

【町井計画課長補佐】 まず１点目の評価に関するアドバイザー会

議のメンバーにつきましては、都市計画審議会及び府中市の土地

利用景観調整審査会から選出した学識の方で、建築やまちづくり

についての学識の方５名で構成しております。会議の開催につき

ましては、２７年度に３回行っております。  

 ９３ページの市民と協働のまちづくりの中の地区計画と今回の

都営住宅の地区計画との違いですが、地区計画には、住民提案型

の地区計画と行政主導の地区計画という２種類がございます。９

３ページには住民提案型で行った地区計画を記載させていただい

ております。  

 以上でございます。  

【○○委員】 今日提案されている２件は行政主導型というもので

あるということはわかりました。  

 先ほどの説明の中で、地方創生のことも触れられたので、先ほ

どの最後にまとめられたときに、このマスタープランへの影響が、

地方創生のことで何か違いが起こり反映されることがあるんです

か。先ほどご説明があったと思いますが、その辺りをもう１回お

聞きして終わりますので、よろしくお願いします。  

【町井計画課長補佐】 地方創生の動きですが、都市計画マスター

プランを策定した平成１４年度のときには地方創生という考え方

がなかったため、今回評価を行い、この後の都市計画マスタープ

ランの改定を行う中で、地方創生の動きも交えながら改定作業を
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行っていくと考えております。  

 以上でございます。  

【議長】  ほかにございませんでしょうか。  

 ないようですので、報告事項１につきまして、報告了承という

ことでよろしいでしょうか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

【議長】 異議がないようですので、報告了承とさせていただきま

す。  

 続きまして、報告事項２の東京における都市計画道路の整備方

針（第四次事業化計画）（案）について、事務局から報告をお願い

します。  

【酒井都市計画担当主査】 それでは、報告事項２、東京における

都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画）（案）につきまして

ご説明させていただきます。  

 議案書の資料１ページをご覧ください。  

 １の趣旨でございますが、東京都において、特別区及び２６市

２町との協働により、東京全体の都市計画道路の計画的かつ効率

的な道路整備を推進していくため、平成２８年度から平成３７年

度までを計画期間とする、東京における都市計画道路の整備方針

（第四次事業化計画）（案）を作成いたしました。整備方針では、

将来都市計画道路のネットワークの検証を行い、当該計画期間に

おいて、優先的に整備すべき路線の選定を行うほか、必要性が確

認された都市計画道路のうち整備の方向性について検討を要する

路線を計画検討路線として位置づけるものです。また、整備方針

において、優先整備路線内の土地の有効利用に配慮することを目
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的として、都市計画道路区域内における建築制限の緩和の基準が

示されたことから、本市においても、当該基準に基づき建築制限

を緩和するものでございます。  

 続きまして、２の市内の優先整備路線でございますが、優先整

備路線は、東京全体を捉えた将来像及び広域的な課題に加え、地

域の将来像及び地域的な課題の解決に向けて、事業の継続性や実

現性などを踏まえ、平成２８年度から平成３７年度の１０年間に

おいて優先的に事業に着手する路線として選定したものになりま

す。（１）の東京都が施行する路線はアからエの４路線となります。

（２）の市が施行する路線は１路線となります。  

路線の位置につきましては、資料３ページの参考図をご覧くだ

さい。左上の凡例上段の東京都施行優先整備路線は灰色で示して

いる４路線でございます。１つ目の路線は、府中都市計画道路３・

４・３号狛江国立線で、市の南西側、東西にわたる路線で、選定

区間は、都道府中街道から鎌倉街道を経由し都道野猿街道までを

結ぶ、延長約４，０８０メートルの区間になります。  

２つ目の路線は、府中都市計画道路３・４・１２号浅間山線で、

市の北東部、西武多摩川線多磨駅北側の東西にわたる路線で、選

定区間は、多磨町一丁目から浅間山通りまでの延長約１，６８０

メートルの区間になります。  

３つ目の路線は、府中都市計画道路３・４・１６号府中東小金

井線で、市の北東部、都道東八道路の北側に位置する路線で、選

定区間のうち府中市の範囲は、都道東八道路から小金井市境まで

の延長約１７０メートルの区間になります。  

４つ目の路線は、府中都市計画道路３・４・２１号府中国分寺
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線で、市の北側中央部、都道東八道路北側、国分寺街道西側に位

置する路線で、選定区間のうち府中市の範囲は、都道東八道路か

ら国分寺市境までの延長約２００メートルの区間になります。  

続きまして、凡例中段の市施行優先整備路線は、黒色の実線で

示している府中都市計画道路３・４・１１号多磨墓地前線の１路

線でございまして、市の北東部、西武多摩川線多磨駅の西側に位

置し、選定区間は、あんず通りから府中都市計画道路３・４・１

２号浅間山線を結ぶ、延長約７０メートルの区間になります。  

恐れ入りますが、議案書の資料１ページにお戻りください。  

３の市内の計画検討路線でございますが、計画検討路線は、必

要性が確認された都市計画道路のうち、各路線の課題に応じて道

路線形、幅員及び構造などについて検討を要する路線として位置

づけるものになります。  

路線の位置につきましては、資料３ページの参考図をご覧くだ

さい。凡例下段の市内の計画検討路線は、黒色の破線で示してい

る府中都市計画道路３・４・６号府中国立線の１路線でございま

して、市の中央部に位置し、選定区間は都道府中街道から分倍河

原駅南側を経由し、都道新府中街道の延長約１，７４０メートル

の区間になります。  

続きまして、資料２ページをご覧ください。  

４の都市計画道路区域内における建築制限の緩和でございます

が、都市計画法の規定により、都市計画道路区域内において地上

２階まで建築可能としている建築制限につきましては、これまで

優先整備路線以外の路線の区域内を対象に、地上３階まで建築可

能とする建築制限の緩和を行っております。しかしながら、優先
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整備路線につきましても、本整備方針における１０年の計画期間

の中で、実際に事業に着手する時期が路線によって異なることや、

社会経済状況の劇的な変化により新たな課題が発生することなど、

全ての優先整備路線を事業化する上で不確定要素が存在すること

も否定できません。また、３階建て以上の着工建築物が近年増加

傾向にあることや、円滑な事業推進への影響等を総合的に勘案し、

地権者の方々の土地の有効活用に配慮することを目的に建築制限

の緩和の範囲を、優先整備路線を含む全ての都市計画道路の区域

内に拡大するものでございます。  

最後に５の今後の予定でございますが、（１）東京における都市

計画道路の整備方針の策定につきましては、東京都において、本

整備方針を平成２８年３月下旬に策定する予定となっております。

また、（２）建築制限の緩和につきましては、本市において、平成

２８年４月１日から実施する予定となります。  

次に本日配付させていただきました、東京における都市計画道

路の整備方針（案）概要版につきまして、ご説明をさせていただ

きます。こちらの概要版につきましては、平成２７年１２月１８

日に東京都より公表されたものになります。それでは１枚めくっ

ていただきまして、１ページをご覧ください。  

１の東京の新しい道路づくりに向けてにつきましては、都市計

画道路の整備状況、東京が目指すべき将来像、道路整備の基本理

念と基本目標が記載されております。下段の整備方針の流れを示

したフロー図でございますが、道路整備の４つの基本目標をもと

に、将来都市計画道路ネットワークの検証を行い、そこで、必要

性が確認された路線のうち優先整備路線、計画検討路線を選定し
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ております。また、優先整備路線、計画検討路線のほかに、本市

では該当する路線はございませんが、見直し候補路線や新たに検

討する都市計画道路が示されております。  

２ページをご覧ください。２の第四次事業化計画の優先整備路

線の選定につきましては、優先整備路線の選定の考え方が示され

ております。  

３ページをお開きください。３ページから６ページには区部の

優先整備路線が示されております。  

７ページをお開きください。７ぺージから１０ページには、多

摩地域の優先整備路線が示されております。本市は、７ページの

地図の中央部に位置しており、下段の凡例に示すとおり、水色の

実線の都施行路線が４路線、桃色の実線の市施行路線が１路線ご

ざいます。  

１１ページをご覧ください。上段の３の将来都市計画道路ネッ

トワークの検証につきましては、将来都市計画道路ネットワーク

の検証項目と、いずれの検証項目に該当しない見直し候補路線の

ほか、新たに検討する都市計画道路が示されております。下段の

４の計画検討路線につきましては、計画検討路線に位置づけ特別

な事由といたしまして、（ア）から（カ）の６項目が示されており

ます。  

１２ページと１３ページをお開きください。東京全体の見直し

候補路線、新たに検討する都市計画道路、計画検討路線の位置を

示しております。本市は、１２ページの中央部に位置しており、

１３ページ中断の凡例に示すとおり、紫色の実線の計画検討路線

が１路線ございます。  
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１４ページをご覧ください。上段の５の都市計画法第５３条に

基づく都市計画道路区域内における建築制限の緩和につきまして

は、優先整備路線を含む全ての都市計画道路区域内における建築

制限の基準が示されております。下段の６の今後の都市計画道路

整備に向けた取組につきましては、今後も引き続き都市計画道路

網のあり方を検討していくこととしており、検討イメージの例示

が示されております。  

以上で説明を終わります。  

【議長】 ただいま報告事項２について報告が終わりました。この

件についてご質問ありますでしょうか。  

【○○委員】 質問ではなく、要望ということで１点お願いしたい。

今回、三次から四次に変わったときに府３・４・１２号線が新た

に加わっているわけで、非常に混んでいる道路で人見街道の周り

で、しかも多磨駅の側であります。この地域、まちづくりを市と

しても非常に一生懸命やっている地区の１つであると思っていま

して、誘導地区として地区計画を作成したりしていると思います

が、都施行ということで、市とどういう調整がされるかわかりま

せんが、ここは多磨駅周辺まちづくりを進めているので、都には

十分に意見交換できるように求めていただいて、まちづくりとの

整合を図りながら道路整備が進められるようにお願いしたい。今、

せっかく市が取り組んでいるところですので、都が市と十分に調

整をするように、ぜひご努力をしていただきたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。  

【議長】 ありがとうございます。人見街道の東の部分はこれから

大事な、３年後、４年後もございますので、委員の言うとおり、
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人見街道の拡幅整備等は必要だと思います。  

【○○委員】 今のご意見、私もそのとおりだと思っています。こ

の路線は１０年間凍結された路線だったと思うんです。財政難と

いうことで凍結されてしまって、踏切が大変狭くて危険な場所で

もあります。早く道路を整備してほしいというのが住民の皆さん

の声でありました。財政難ということだったので、では財政が好

転したのかということは、私も非常に疑問に思います。それぞれ

に事情がある中でここは早く進めていただきたいと思います。  

この優先して整備して欲しい道路、４路線のところでお聞きし

たいと思います。早く進めて欲しい一方で、住民の皆さんが移転

をしなくてはならないという影響もあると思うので、その辺りを

十分調べていただければと思います。  

その点では、今、検討中の分倍河原駅の府中国立線３・４・６

号、ここについて質問をしたいと思います。かつてここは、大き

な反対運動が２０数年前に起きたと聞いており、その事情がわか

りましたら、教えていただきたいと思います。  

【町井計画課長補佐】 今回、計画検討路線に上がった府３・４・

６号線の２０年前に反対運動が起こったというところは、すみま

せん、把握しておりません。  

【楠本計画課長】 全体の都市計画道路、今回選定されているもの

の財政フレームの関係のご質問かと思います。この部分は、これ

から１０年以内に着手していこうということで選定されたもので

すから、財政フレーム上の検討というのは、この計画の中ではな

されておりません。  

それから、計画検討路線の関係でございますが、これは地元の
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反対とか賛成とか、そういったところではなく、全体的に府中街

道から新府中街道に抜ける部分が必要だということになったもの

です。しかしながら、都市計画決定されたのが昭和３７年ですか

ら、もう半世紀に至っているわけです。その中でご案内のとおり、

府中市は８割を超える都市計画道路の整備率を誇っておりますの

で、その中で後に残った理由があるだろうというところも踏まえ

て、全体的にここの路線の検討をしていこうということで選定さ

れているものでございます。  

以上でございます。  

【議長】  よろしいですか。  

【○○委員】 誤解ないように、今言われたように５０年前の計画

なので、その間事情も大きく変わっていると思うんです。今優先

して整備する路線の４つが挙げられましたけれども、そこには住

民の皆さんがお住いになっているわけで、その辺は十分配慮して、

優先と言っても住民が移転しなくてはならないというところがあ

りますので、そういうところもあるんだということは指摘させて

いただきたい。それで便利になることばっかりが今必要ではない

と思うということを申し上げておきたい。反対運動があったとい

う事情を、そう聞いたものですから、改めてお聞きしたんですが。

検討すべき内容というのはいっぱいあると思うので、ここで意見

をまとめて、賛成、反対とどんどん進んでいくということであれ

ば、もっと丁寧に議論を進めてもらいたいということで要望させ

ていただいて終わります。  

 以上です。  

【議長】 この提案は報告事項という提案なので、報告事項の中で
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当面大事なことは、先ほど委員の方から言われたとおり、人見街

道、これを優先的にやっていただくのが一番大事なところではな

いかと思います。よろしいですか。○○委員、どうぞ。  

【○○委員】 市民の立場から、人見街道を歩いてみると、緑に塗

っているラインのところは非常に工夫されていると思います。本

当に狭くて、対面が大変です。それと私は東京外国語大学の方々

が自転車で通るのが、マナーを守りながら通っていたとしても、

やっぱり危険はあるわけですね、車の往来が多いですから。それ

と、多磨の正門前のところの信号をご覧いただきたいんですけど、

とても大変な段差があるんです。お住いの方々も苦労されている

と思うんですけど、ちゅうバスで降りたときに大変危険です、特

に夜道は。ですから、今後、できる範囲の中で、その計画が入る

前の段階で、通りやすいように、そして危険がないように、留学

生の方々や地方から東京、授業を選んで東京外国語大学に入られ

た学生のみんなが怪我がないような、そして危なくないようなこ

とを考えていただいて、計画が始まる前の段階。それをより一層

ご検討いただいたり、補足していただいたりするほうがありがた

いかなと、市民の立場から思います。よろしくお願いいたします。  

【○○委員】 私も一市民なんですけれども、自転車の規制が最近

強化されてきたわりには、自転車専用道路が、私よくわからない

んですけど、かえで通りは自転車専用道路がありますけれども、

ほかにもあるのかもわからないんですけれども。今の現況では歩

行者と自転車が共有する道と、自転車と車が通る道という、そう

いう道路状態になっていると思うんですけれども、その自転車専

用道路に時速何キロとか線を書かれると、そんなにスピード出す
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人もいないし、すごく安全に走れるんじゃないかと。ぜひそうい

うことを検討していただければと思います。実は、調布の鶴川街

道から調布駅に向かっての南側ですけれども、専用道路があるん

です。そこはとても走りやすくて安全で、ああいう通りが府中に

もあちこちにできればいいかなと希望で申し上げます。  

【議長】 ありがとうございます。一番関連するのは○○委員です

が、どうですか。  

【○○委員】 都市計画審議会の意見という形、それとも警察に対

する要望ということでしょうか。要望ということでしたら、また

改めて私もお聞きしますけれども、意見をこちらでまとめている

んでしたら、この意見ということで。警察としてはどちらでも構

いません。  

【議長】  わかりました。ほかにご質問等ありますでしょうか。  

 ないようですので、報告了承ということでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

【議長】 異議がないようですので、報告了承とさせていただきま

す。  

 続きまして日程第７、その他について事務局側から何かござい

ますでしょうか。  

【宮本緑化推進係長】 事務局から２点ご報告させていただきます。 

はじめに、府中都市計画生産緑地地区の変更（削除）予定でご

ざいますが、今後、生産緑地地区の削除に伴う変更が予定されて

いるものにつきまして、本日、お手元にお配りしております、右

上に資料と入っております、府中都市計画生産緑地地区の変更（削

除）予定についてによりご報告させていただきます。  
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 次ページの地図をご覧ください。右下に凡例がございますが、

黒丸でお示してございます部分が、生産緑地法第１０条の規定に

基づく買取り申出の手続があり、現在、生産緑地地区としての制

限が解除されている地区でございます。  

 はじめに１ページ、地区名は白糸台地区、場所は南白糸台小学

校の北側で、京王線の北側と京王線の南側に位置する２つの地区

でございます。続いて２ページ、地区名は若松町地区、場所は旧

甲州街道常久公園の南側、新小金井街道の東側に位置する地区で

ございます。続いて３ページ、地区名は矢崎町地区、場所は中央

自動車道の北側、矢崎町防災公園の南西側に位置する地区でござ

います。  

 この生産緑地地区につきましては、都市計画の削除に伴う変更

として、平成２８年度５月ごろに開催予定の本審議会に付議する

予定でございます。  

 以上でございます。  

【酒井都市計画担当主査】 続きまして、２点目のご報告をさせて

いただきます。  

 風俗営業法等の規制及び業務の適正化等に関する法律の一部を

改正する法律の施行に伴う府中都市計画地区計画の変更につきま

してご報告させていただきます。  

 平成２８年６月２３日に、風俗営業法等の規制及び業務の適正

化等に関する法律の一部を改正する法律が施行されることに伴い、

府中都市計画地区計画日鋼町地区地区計画及び住吉町五丁目地区

地区計画の２地区につきまして、同法の規定を引用している条項

があることから、現在の制限に変更が生じないように対応を予定
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しております。  

 今後の予定でございますが、利害関係人の意見を聞きながら、

変更手続を進め、次回の本審議会に当該地区計画の変更案につき

ましてご審議いただく予定でございます。  

 以上でご報告を終わります。  

【議長】  報告は終わりました。本日の日程は以上でございます。

それでは、本日の府中都市計画審議会を閉会とさせていただきま

す。ありがとうございました。  

午後３時５５分  閉会  
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以上、会議のてん末を記載してその相違ないことを証するため、

ここに署名する。  

 

 

議   長     ○    ○     ○    ○  

 

 

委   員     ○    ○     ○    ○  

 

 

委   員     ○    ○     ○    ○  

 

 


